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1.はじめに  

道路の法面表層崩壊は、その発生個所の特定が困難であり線的・面的観測が可能な光ファイバセンサの

計測技術が注目されている。独立行政法人土木研究所とＮＴＴグループは共同で、平成１１年度末から「光

ファイバセンサを活用した道路斜面のモニタリング技術の関する共同研究」を行っており、これまでに光

ファイバセンサの斜面モニタリングヘの適用の可能性について報告している。１） 今回、センサ配線に

ついて従来の地下埋設方式から地上敷設へ方式に変更し、より安価に広範囲を連続的に監視できるよう見

直しを図った。本文は、連続的かつ低密度にモニタリングできる光ファイバセンサ（B-OTDR方式）につい

て、機能検証の結果を踏まえ、崩壊検知技術としての可能性について報告するものである。 

 

２.計測予定現場の概要 

 写真1に計測予定現場の全景を、図１にB-OTDR方式光

ファイバセンサの配線図を示す。設置現場は幅1000m

×斜面高さ300m程度の斜面で、緩い尾根と谷が連続し

ている傾斜20～30度程度の雑木林である。小規模な滑

落崖が点在していること、また樹木の根曲がりが観察

されることから表層土砂崩壊の発生が予見されるエリ

アである。斜面東側に道路延長方向約100mの区間に光

ファイバセンサをＷ字に設置し、全部で35の計測区間

を設ける予定である。 

計測現場

国道19号

計測現場
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写真１ 計測現場全景  

３．事前試験概要 

光ファイバセンサ（B-OTDR方式）をＷ字に設置した

場合、センサＡとＢ、センサＣとＤというように、２

つのセンサは固定点を共有していること、また、開口

角を有することからセンサ固定点（この場合単管）の

変位を随時把握でき、崩壊規模及び方向を検知ででき

ると考え試験を実施した。図２に、現場計測に先立ち

実施した試験環境を示す。センサ長は、長距離の遠隔

監視が可能なパルス幅50nsでの計測を想定して5.7ｍ

とし、各センサの開口角は58度とした。センサは自社

開発した専用の固定冶具により、十分な自重のあるコ

ンクリート製基礎ブロックで垂直に保持した単管パ

イプ（Φ=46.8mm）に固定した。単管２及び単管４を

基礎ブロックごと⒛mm程度移動させ光ファイバセン

サでその位置計測を実施した。 

約100M約100M

図１ センサ配線図 

 大規模な斜面崩壊の場合、フォールラインに沿った
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地盤変位が、また、小規模な斜面崩壊の場合、

崩壊部周辺地盤が崩壊部に向けて変位する

ため、フォールラインに対しやや斜めに変位

が発生すると考えられることから、試験１で

は方向Ａへ、試験２では方向Ｂへの変位を与

えた。（図３ 実験条件 参照） 

  

４．試験結果 

 図４に単管の実際の変位と、光ファイバセ

ンサ計測結果から算出した単管位置を比較

して示した。実験１では、方向Ａへの変位を

捉らえており、最終到達点での計測誤差は1

～5㎜程度であった。また、実験２では、単

管の移動線を光ファイバセンサの計測値が

トレースしており、最終到達点では計測誤差

は2～7㎜程度あるものの、Ｗ字に設置した光

ファイバセンサは単管２及び単管４の変位

量及び方向を捉えていた。 
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図３ センサ機能試験の実験条件
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５．まとめ 

光ファイバセンサ（B-OTDR方式）を斜面に

Ｗ字に設置することにより、斜面崩壊の発生

の有無、規模、方向の推定が可能であり、崩

壊検知技術としての可能性があることがわ

かった。今後は、現場計測開始の平成16年7

月に向けて、光ファイバセンサの温度変動影

響対策等、監視システム全般にわたる運用面

の検討も実施する方向である。 
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